
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第２次長泉町都市計画道路整備プログラムについて【令和４年３月】 

１ 道路整備プログラムとは 

都市計画道路整備プログラムとは、今後整備すべき都市計画道路について、事業の透明性を確保し、より効率

的・効果的な整備を推進するために、優先的に整備していく必要性のある区間を明らかにしたものです。今後 10

年程度を視野に入れた長泉町の道路整備に関する計画となります。 

2 道路整備プログラム策定の背景・目的 

長泉町では、平成 19 年３月に「長泉町都市計画道路整備プログラム」を策定・公表し、プログラムに基づき、

整備を進めてきました。 

並行して、長泉町では都市計画決定から長期にわたり未着手となっている路線や区間を中心に、平成 30 年度

に都市計画道路の必要性について再検証を行い、令和２年３月に「長泉町都市計画道路必要性再検証結果」を公

表しました。 

そのため、必要性の再検証の結果にあわせて、改めて各道路の重要度・優先度、実現性などを評価し、「第２

次長泉町都市計画道路整備プログラム」を策定しました。 

 
３ 都市計画道路の整備状況 

長泉町の都市計画道路は、令和３年３月 31 日現

在で 18 路線（延長 30,410m）あります。その内、

改良済み区間（事業中を含む）が 22,640m、概成

済み区間（都市計画道路と同程度の機能を果たし得

る現道を有する）が 870m、未整備区間が 6,900m

となっています。 

４ 整備時期の設定 

整備時期の設定にあたっては、都市計画道路の未整

備路線・区間に対して、「重要度・優先度の設定」と

「実現性の確認」の２つの視点から設定した評価項目

により評価し、各路線・区間の整備時期を設定してい

ます。 

【整備時期の設定の流れ】 
【都市計画道路整備状況図】 

都市計画道路の未整備路線・区間 

評価項目の設定 

視点１：重要度・優先度の評価 

視点２：実現性の確認 

路線・区間ごとに評価 

整備時期の設定（次ページ参照） 

５ 道路整備プログラムの見直し 

社会情勢や道路整備を取り巻く環境に大きな変化

があった場合には、変化に応じて評価項目の見直し

（再評価）が必要になります。 

そのため、本プログラムは、計画（Plan）、実施

（Do）、検証（Check）、改善（Action）の PDCA

サイクルにより、必要に応じて見直しを行います。 
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６ 第２次長泉町都市計画道路整備プログラムの策定結果（道路整備プログラム図） 
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